
８月23日(金)に赤ちゃんふれあい教室を開催しました。 

教室に参加した中学生が、赤ちゃんを抱っこさせてもら

い、一緒にふれあい遊びをしたり、お母さんから妊娠・出

産・子育てについての思いやお子さんの名前の由来などを

聞いたり、とても貴重な時間を過ごしました。最初は緊張し

た様子の中学生でしたが、赤ちゃんの可愛らしいしぐさに、

思わず笑顔になっていました。 

参加した中学生からは「赤ちゃんが生まれてくるのは奇

跡なので、これからは自分の命も大切にしていきたいと思

う」「育児は大変なことも多いけど、お母さんたちが幸せそ

うだった」などの声が聞かれました。また、赤ちゃんのママ

からは「お兄さん、お姉さんに抱っこされて、娘もニコニコ

♪私も嬉しかった」「中学生の皆さんにもこういう時期があ

ったこと、今まで親御さんに大切に育てられてきたことを

感じてもらえたらと思う」などの声が聞かれました。 
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赤ちゃんふれあい教室 

９月１日は防災の日、９月９日は救急の日です。もしもの時に備え、非常食や水、ラジオ、懐中電灯などを

用意しておきましょう。 

また、お子さまにも火事や地震が起こったらどのように行動すべきか、煙を吸わずに逃げる方法や地震

の時は机の下に隠れるなど、日頃から繰り返し話し、緊急時に備えるようにしましょう。 

防災週間（８月 30日～９月５日） 

おうちの中にも事故やけがを招く危険な物がたくさんあります。事故

を防ぐために、確認をしてみましょう。 

・子どもの手の届く場所に置いてはいけない物 

 （薬、洗剤、たばこ、ライター、ポット、炊飯器、包丁など 

 の刃物、針、子どもが飲み込める大きさの細かい物など） 

・踏み台になる物はベランダに置かない 

・コンセントなどをいたずらできないようにする 

・遊び食べに注意する（食べ物が喉に詰まることがある） 

・浴室には子ども１人で勝手に入れないよう工夫する 

 子どもがけがをしそうで「ヒヤッとした」ときこそ、次の事故を防ぐチャンスです。「無事でよかった」と

すませるのではなく、なぜヒヤッとしたのかを見直しましょう。 

 救急箱の中身に決まりはありません。普段使うものを、清潔な入れ物に入れ

ておけばOK です。ただし、滅菌ガーゼや薬は使用期限がありますし、テープ類

は古くなると粘着力が弱くなります。１年に１回は中身をチェックしましょう。 

 


